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郎
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村
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郎
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小
堺
生
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塊
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晦
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の
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興
文
批
数
行
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日
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分
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掛
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山
本
熊
太
郎
典
嗣

宵
鵜
舟

1

五
紫

十
月

甘
今
寄
航

先
侶
五
枚
揃
七
五
胡

o
他
界
地
靴
凪
俗
大
系

節
十
川
啓

イ
タ
-
ヤ
血

中
晦

火
難
伸
-1.

小
目
内
地
紋
'
池
超
偶
次
郎
､
苫

川
醐
邦
､
町
中
阿
歌
麿
t
m
呼

鈴
璽

こ
､
幌
伊
能
i
山
本
倍
次
郎
'

光
非
燐
Ei
,.
佐
藤
弘
執
輩
､

九
月

文
末
新
北
批
現
行

髭
僻
二
脚
八
十
朗

.

〇
帝
都
氾
郊
地
規
準
習
額
蝕
｡
山
林
串
柿
蕃

十
月

古

今
番
蛇

足

侶

1
脚

o
H
本
飴
黙
地
相

十

月
帝

餌
蕊
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刊
行

轍
的
璃
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0
砂
嵐
切
成
因
に
潤
す
る
新
研
究

誌

逸
誓

言

'

モ

ル

デ
シ
i,ゾ
(H
an
･,
M
orten山en)代
は
南
淡
恕
刑
の
砂
粒
地

軸

核
心
ヾ

中

部

'
級

遡
竺

二院
域
に
分
ち
て
胎
教
研
究
の
紳
琴

徽
氷
の
砂
溺
生

成
に
関
す
る
考
紀
も
否
認
L
､
新
訳
ね
敬
表
し
た
O
共
は
砂
校
地
の
衷

}凧
が
p
厚
さ
三
J.
四
吋
の
硬
4
,次
封
色
の
遊
境
も
以
て
全
然
踏
従
y
･b

心
~
凪
の
浸
伽
の
武
井
と
澗
ふ
べ
･Y,砂
疎
の
布
衣
L
如
い
邸
盤
に
赴
-

の
で
､
L(
但
し
放
頗
解
職
Liは
多
少
あ
3
=
)
､
傾
城
厨
の
下
に
は
掃
き
鳩

節
五
紙

天
川

六八

也
姫
路

(S
altdust)
(上
部
硫
酸
嘗
藷
か
ら
成
る
)
が
あ
り
'
此
超
壌
表

皮
の
成

田
に

関
して
雪

間
代
も
十
分
な
る
散
桝
谷
兆
し
柑
わ
が
'
其

場
桝
に
於
て
出
水
た
も
の
と
信
じ
て
摺
る
'
即
ち
現
に
出
水
つ
つ
め
.や

の
在
日
蝉
し
た
か
ら
で
あ
る
O
多
分
少
-
も
十
叫
以
上
眺
永
が
汎
蹴
L

i1
番
が
あ
る
と
錐
先
で
b
る
る
と
い
ふ
て
放
る
｡
屯
に
粥
此
鮎
塊
の
髭

皮

は
主
と
し
て
土
塊
71
解
鼠
か
称
す
る
岬
LL出
簸
た
も
の
で
､
悦
親
は

不
仲
の
陣
両
か
ら
氷
り
'
御
伽
仲
胸
鮎
に
十
分
吸
収
せ
ら
れ
た
も
の
が

魚
刷
に
姑
敬
せ
ら
れ
た
に
粕
遮
鈍
い
'
同
氏
の
考
は
免
れ
迄
砂
洪
也
成

の
田
子
と
し
て
考

へ
ら
れ
た
.気
組
｡
凪
鵡
･軸
比
晶
毒

等
み
背
馳
し
去

と
認
め
む
と
す
る
の
で
あ
る
O
(G
e
og.rap
h
ina
l
J
o
u
.r.
N
o,).
V
o
l,

L
X
X
II
.
1
92
∽
し
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〇
静

粛

硫

葦

鳥

'

賓
島
.
小
寓
島
の
地
形

硫
酸
鳥
､
&
.

.
書
,
ジ
ツ
トウ

掩

'
小
繋
偽

称
は
施
兇

抱
燐

火

梅
郷

十

島

村

l1
機
す
る
｡

十
倍
村

.1
屈

す
ろ
鳥
鵬
は
九
州
の
南
端
と
奄
炎
火
梅
と
の
間
に
非
和
し

琉
球
恥
の
内

側
,S
形
成
す
､臥
火
山;
･BbI列
で
ぁ
る
｡
十
島
村
に
は
佳
代
の
み
ろ
偽
が
十

Z
あ
格
O.即
巧
竹
島
･
挑
発
島
晶
富

｡
口
之
砧
･中
之
島
･･紙
紡
樹
海
｡砥

石
や

臥
此
菅

平
替

れ
賓
･1g
及
響

揃
で

あ
る
｡
･五

年
の
島
峡
は
打

沈
十
湖
の
関
北
瀧

か
ら
何
日
に
拘
っ
て
列
ん
で
ゐ
か
が
北
方
の
三
つ
の

鳥
な
る
竹
昏

硫
萌
防
長

鵜
島
は
苅
田
に

T
列
払
Iな
し
て
口
三
島
と
孤

へ
ら
や

む
0
.I
,の
三
抱
の
爾
北
口
永
良
部
位
が
あ
る
が
･
之
は
尾
久
由

Li
近
い
の
で

止
鍵
久
柑
ポ
屈
す
!?
O
七
之
鵜
以
下
の
七
島

(
小
繋
鵜
舟

無地
に
食
す
)▲は
ま
峨
洲
(
ト
カ
ラ
)
七
梅
見
は
取
に
七
梅
と
呼
ば
れ
る
'



就
中
中
之
島
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弼
稗
が
蹄
ぐ
や
鵜
舟
校
勘
が
材
る
O
胎
は
資
格
の
岡
田

に
机
i=;
也
(

7
名
オ
か
"/)
が
あ

る
が
=
1
げ
触
入
梅
で
あ
る
9本

梅
村

の
絶
耐
輔
約

七

分
聖

人
ロ
三
千
七
甘
み
簸
ず
･C･ご

あ

粒
々

は
袋
物

放
客
の
S=
人
が
柿
で
お
品
あ

と
辞
鵬
地
が
危
除
な
籍
め
IL
で
=

本
脚
仲

原
-
1
不
便
な
土
地
で
あ
っ
て
､
明
約
凹
十
年
71
到
り
初
め
て
徴
兵
令
の

班
行
あ
り
,
汽
朋
の
辞
航
海
見
る
.1
到
つ
㌔

併
し
今
日
未
だ
小
串
校

や
代
地
守

れ
サ
二

の
公
立
小
堺
校
も
亨

二

手

七
雷

人
口
､

十

言

･i,
に
射
し
僅
か
,1
完

の
岱
仰
あ
る
に
過
ぎ
な
い
6
現
岬
十
島

の
航
典
に
具

有
噸
低
の
汽
警

鐘
で
旦

房

の
往
復
み
な
す
汲
先
で

は
.,i-
る
が
･
風
浪
究
-
船
泊
低
臨
な
土
地
と
て
状
航
す
る
場
令
が
多

;

特に
皿
山や

臥
蛇
管

中
位
の
三
好
Vは
不
慨
で
小
繋
他
に
は
火
'･]
十
凹
dF

五
月
以
碓
昭

利
三
咋
五
月
初
め
て
汽
船
が
舘
航
L
㌔

橋
荘
畠

は
不
規
則
な
梢
脚
形
み
な
し
､
其
の
長
軸
は
如
湖
中
指
す

粂
･=憲

山
栄
か
･:
成
小
･
地
形
.1
ti
つ
.て
町
.1
㍍
四
の
二
部
'1
分
け
iQ

こ
と
が
-;
氷
る
O
北
ハの
鶴
弥
は

陳
厨だ
と
轡

へ
ろ
.絶
壁

芸

し
界
吋
の

如
-
か
部
に
而
し
て
依
る
一｡
=
の
紹
蛇
は
路
の
長
軸
と
針
に
変
り
'
四

部
S
t塾
榊
掛
矢
等
禦

千
甘
十

丁
呪
)
は
紹
蛇
の
止
に
あ
る
P
J
あ

高
地

は

叫
ガ
北
火
に
延
び
漸
次
低
-
な
っ
て
中
家
の
城
で
脂
に
入
る
O
他
方

の
河
畔
に
向
つ
左
仙
北
は
ハ
-
マ
均
'1
放
て
抑
南
加
に
晒
し
て
縦

'1
終

る
｡
北
方
泡
か
に
梅
ね
隔
て

ゝ
同
体
の
梢
柄
か
ら
統
帥
地
ガ
に
辿
る
指

宿
断
厨
は
こ
の
硫
哉
曲
の
師
厨
の
方
向
と

f
致
す
る
｡
四
部
の
雨
田
端

は
謀
地
払
成
し
平
家
併
椛
跡
だ
と
さ
れ
､
城
の
脚
と
呼
び
払
出
の
耕
作

地
と
-
て
主
部
部
か
成
し
て
併
ろ
｡
暁
外
紙
よ
り
非
の
部
分
に
噴
出
の

時
和
み
炎
に
す
至

福

の
火
山
か
･h
成
り
立

つ
｡
南
西
に
あ
る
の
ほ
朽

雑

種

相
馬
で
商
ぎ
八
育
児
肘
外
､.鹿

臆
な
脚
錐
形
～4
な
失

敗
川
幼
少

ザ

㌦

件
に
撒
は
れ
ハ
噴
火
ti
の
束
河
iIT
破
壊
還
れ
穴
形
跡
が
あ
t6
0
南

西

の

山
腹
に
畢
-<
グ
肘
と
呼
ぶ
山
の
爆
烈
火
｡
が
あ
?
.
之
か
も
流
出
し
た

熔
封
は
俗
抑

聖
榊
と
な
り
仲
南
四
に
流
れ
tJ
部
帯
の
北
71
迫
る
.･
岬

丁

虹
曝
烈
火
口
が
前
額
の
両
分
に
あ
.づ
て
之
か
､it桃
川
L
i1
皆

野
は
港
の

東
方
に
兜
出
し
で
磯
符
の
鼻
祖
成
し
=ハ
p
･
マ
噂
と
細
御
t
て
好
碇
泊
地

が
朝
憲

'氷
る
?
職
村
満
は
有
洩
以
漉
二
回
-
.慣
火
享

;
形
跡
は
な
小

が

其
の
北
那
七
蟹

岬
.る
硫
灘
押
叩
猫
班
三
千

三
宵
十
八
沢
の
三

-
･デ

式
火
山
で
今
トー
塙
_喋E
畑
が
轡

乙
や
硫
茸
の
探
刑
が
静
ま
れ
て
滑
る
.
価

.し
噴
火
口
は
感
が
り
其
の
開.
周
か
ら
硫
鼠
私
噴
出
す

る
.Q
で
あ
る
O
.j
J

の
爾
火
山
の
曜
Ⅲ
物
3i
,元
四
分
に
粗
野
ね
作
っ
て
舵
手

r
し
い
｡
t四
方

及
北
田
分
け
前
池
の
隙
艶
の
下
に
也
し
て
乾
谷
Ty
作
り
爾
琴
七
仰
多
少

水
流
が
あ
iQ
?
相
好
の
他
の
万
両
は
梅
蝕
に
よ
.}
刷
り
鼓
す
巾
で
屠
場

〉町
家
は
相
和
瀬

切
岡
田
地
と
前
記
切
断
鎚
と
の
間
に
･ak.塊
七
て
.
南
は

港
に
潤
む
｡
今
梅
園
各
町

い
Y
_硫
茸
抱
附
妃
の
水
純
な
訓
べ
て
見
る
T

甘
称
以
下
の
洩

梅
が
硫
繋
島
ね
や
心
と
L
ーて

E

車
形
に
油
粕
t
互

居

る
｡
其
の
三
腕
の
内
県
北
の
も
の
ゝ

成城
Li｡
竹
薫
が
あ
り
､
中

央
の
慨

の
つ
け
根
の
北
部
に
は
竹
偽
ノ
ウ

ノ
セ
と
榊
す
る
岩
が
水
岡
上
LL
顕
み

出
し
て
琉
求
島
の
平
家
ノ
城
の
姦
地
に
琉
-
｡
硫
茸
偽
聖

昌

中
央

の

脱
に
は
ツ
タ
キ
ご
み
､
ア
サ
ツ
桝
の
二
位
肝
が

あ
り
'
南
郊
の
脱
の
瀬

鍋
.1
ほ
十
才
口
碑-
が
あ
っ
て
'
三
つ
の
伐

い
腕
の
如
端
は
拍
ん
ど

=
岨

掛
軸
雲

も

而
し
て
竹
島
の
上
部
.1
浮
ば
れ
て
居
る
熔
岩
綿
は

大抵
地

方
に
拘
っ
て
傾
斜
L
t
又
硫
米
機
の
城
之
原
の
上
部
も
被
耽
す
る
厚
さ

売

払

六
九
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球

第
十
番

r
丈
内
外
の
熔
岩
流
は
四
方
に
向
つ
て
傾

い
て
屠
る
の
か
併
せ
考

(
a

と
.
こ
の
百
等
粒
竺
耶
す
E
字
の
愉
静
は
轄
噴
火
口
の

T
部
で
'
往
時

7
大
隅
拓
が
起
り
'
椛
発
癌
の
師
鎚
払
暁
弗
と
し
て
､
共
の
西
部
と
竹

馬
其
の
他
み
期
し
て
大
部
分
は
油
田
下
に
捜
し
'
其
筏
村
村
将
が
噴
出

し
'
柿
て
硫
難
満
の
噴
出
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ら
う
か
D

蜜
島

の
叔
高
鮒
ヒ
ル
か
ハ
再
は
北
総
二
九
度
八
分
三

丁
稚
東
経

叫

二
九
庇

7
二
分
二

1
秒
に

化
し

､
偽
の
両
横
O
｡
凹

叫
二

万
望
め
る
0
品

形
は
三
舛
形
な
成
し
'
-其
の

7
過
は
正
北
に
耐
し
､
他
の

7
速
は
東
に

向
つ
て
居
る
｡
南
西
に
向
ふ

T
迫
は
滋
も
長
-
始
ん
ど

J
E
T,あ
る
O
梅

の
中
軸
ね
成
す
山
脈
は
此
の
長
超
に
祁
行
し
て
桐
火

か
ら
北
田
に
拘

っ

て
兼
り
'
ヒ
･lt
か
ハ
満
は
九
五
二
択
あ
り
､
北
田
Li
T
且
低
よ
り
再
び

順
起
し
て
女
紳

山

と

な
り
少
し
-
北
に
折
れ
て
梅
に
入
る

O
比
の
山
地

も
縫

っ
て
三
肱
乃
至
五
度
の
傾
斜
地
が
め
る
｡
網
田
の
海
将

は
五
十
八

内
外
の
断
崖
み
な
し
て
彫
る
が
祇
及
び
北
の
術
粘
梓
に
は
砂
地
が
迎
な

り
峰
と
し
て
ほ
砂
丘
ね
成
す
虚
が
あ
る
.
耕
作
地
ほ
主
と
し
て
比
の
絞

料
地
に
あ
り
'
山
腹
は
牛
偏
の
牧
塩
と
な
っ
て
倍
る
0
砂
丘
及
び
汀
粒

附
瀧
の
砂
は
珊
瑚
礁
､
風
軸餅
の
破
片
等
が
火
部
分
在
占
め
布
孔
出
の
避

舷
が
之
に
晩
に
つ
て
ゐ
る
｡
砂
鰭
に
接
し
tJ
珊
瑚
礁
が
裾
礁
み
な
し
て

鳥
の
用
関
わ
換
っ
て
居
る
｡
其
の
虎
さ
干
潮
時
に
放
て

7
.
二
丁
か
ら

十
吸
聞
あ
か
O
粍
し
て
四
部
及
び
北
部
に
髄
-
教
接
し
て
岡
部
に
至
る

に
祉
J.3狭
-
'

南
端
先
太
岬
の
附
妃
で
殊
に
狭

い
｡

所
々
梅
坪
純
･JJ

舵
角

な方
向
に
珊
瑚
礁
坤
.1
割
日
が
め
る
O
其
の
叔
火
の
-
の
は
別
紙

(
マ
へ
.TT
宅
リ
)
'
火
舘
で
あ
る
O
漁
船
の
出
入
代
金
-
=
の
劉
E
私
利

川

す

る
｡
詫
し
地
下
水
が
指
弾
に
所
出
す
る
侶
め
.i
淋
水
か
紬
め
て
珊

第
五
淡

711(
六

七

〇

瑚
櫛
の
鞄
育
み
不
良
に
す
る
結
め
に
こ
の
大
き
な
裂
日
が
山
水
i
i
の
で

あ
ら
う
｡
地
兜
私

二
m.
す
る
と
'
鳥
の
中
軸
も
成
す
山
脈
は
火
山
山方
か

ら
成
り
之
な
貿
成
し
て
石
炎
脈
が
み
る
｡
㌧
殊
に
北
西
端
允
か
崎
附
近
に

は
揮
91.的

丁
尺
の
石

英

脈
が
あ
っ

て

銅
鎌
私
倣
胎
L

f
岬
稼
行
さ
れ
た

こ
と
が
あ
る
｡
又
女
紳
山
の
北
方
汀
線
附
妃
の
珊
瑚
礁
の
問
に
僅
か
に

締
出
す
る
紫
衣
は
水
成
山村
な
り
や
の
奴
が
あ
る
.
中
央
高
地
に
接
続
す
.

る
傾
斜
地
は
火
拭
隆
起
珊
瑚
礁
に
よ
っ
て
被
ほ
れ
､
部
落
の
南
方
の
山

腹
で
は
三
甘
尺
内
外
の
高
虚
に
-
珊
瑚
礁
が
あ
る
｡
府
の
隆
起
作
用
は

現
時
も
恨
椋
し
て
ゐ
る
=
と
E
.J
悔
岸
に
あ
る
珊
瑚
礁
が
漸
次
打
線
以

上
に
綜
出
し
ゆ
-
.
.･･J
か
ら
明
か
ら
で
あ
る
O
症

偽
の
.南
端
な
る
城
の

山
-
科
す
る
岬
附
妃
で
は
珊
瑚
礁
は
海
水
の
氷
る
桝
だ
け
に
あ
っ
て
隆

起
な
訟
め
る
=
と
が
州
水
な

い
O
陣
地
珊
瑚
礁
の
中
に
は
錯
乱
洞
が
あ

り
其
の
哉
i
大
い
の
は
部
杯
の
北
西
に
あ
る
の
と
､
俗
に
渦
管
棟
と
科

し
河
田
悔
樺
LL
あ
る
も
の
と
で
あ
る
｡
叉
石
衣
非
を
故
簡
伊
F･/
鞘
め
il
O

火
山
岩
は
分
伽
L
tJ
埴
土
在
生
じ
.
之
に
加
ふ
る
に
珊
瑚
石
衣
の
分
桝

に
降
し
僻
有
の
誠
色
埴
土
和
魂
す
矯
め
に
､
此
の
鳥
の
土
質
は
梅
に
接

す
る
部
分
払
除

い
て

t
般
71
粘
性
忘

糾
み
耕
作
に
力
み
労
す
る
J
,と
が

多

い
｡
如
し
保
水
力
が
弧
-
天
水
の
み
で
水
口
が
耕
作
さ
れ
る
0
十
島
中

で
水
田
の
あ
る
の
ほ
本
島
と
平
偽
､
中
之
島
及
び
鵜
島
の
田
鹿
で
あ
る

が
､
自
給
自
足
稗
庇
に
釆
侭
を
し
て
み
る
の
は
本
梅
は･(か
り
で
あ
る
｡

小
変
島

は
賓
島
の
地
釆
約
六
梅
E
hrLL
あ
っ
て
周
二
十
六
町
め
る
｡

軒
兜
に
は
高
さ
官
米
許
リ
の
錐
ノ
平
と
云
ふ
小
丘
が
あ
っ
て
其
の
頂
は

平
坦
で
北
瀕
か
ら
南
西
に
拘

っ
て
漸
次
高
さ
私
減
C
大
岩
属
と
呼
ぶ
小

丘
･1
終
っ
て
居
る
｡
丘
の
周
囲
は
緒
ど
水
中
な
隆
起
珊
瑚
礁
で
被
は
れ



偽
氏
は
砦

け
な
讐

痕

桝
火
の
耕
地
蒜

て
廿
箪
遠

､
粗
等
完

璃

す
る
｡
=
の
冨

五
隆
起
珊
瑚
讐

閏
に
安
山
…石
の
水
蝕
む
受
け
た
魂

賢

覧

し
て
僻
慧

最
す
る
が
時
に
堤

慧

成
し
て
明
這

水
が

葉
月此
の
蒜

慧

仙
つ
誌

-

物
語
っ
て
-

｡
中
央
の
豊

漁
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砦

ぬ
｡
何
故
な
れ
ば
何
問
に
雄
ろ
岩

と
芙

霊

の
線
警

私
攣

れ
蒜

,1
よ
っ
て
警

･る
と
此
1
P
は
-
つ
と
高
か
つ
誌

代
が
あ
っ
Li

与
つ
に
推
誉

れ
る
か

ら

で
あ
る
.
人
家
付
近

品

し
て
中
型
品

の

師
以
下
に
警

ら
れ
十
戸
あ
る
が
､
此
空

仙
湘
に
誓

約
三
丁
に
似
村

と
云
ふ
三
戸
の
人
欝

あ
る
虚
が
あ
る
｡
こ
～
注

目藤
懸

等

大
抵
沖

縄
繁

簡

の
弧
等

あ
る
｡
､
あ

附
妃
に
は
警

告

曲
譜

硫
観
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穴
の
坤
に
吸
ひ
込
み
･
次
LI
T
i<
骨
煙
と
哲

多
魚
の
熱
潜
か
噴
出
す
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･J
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の
飲
料
用
と
桝
む
非
水
が
千
魅
の
侶
め
軟
芝
す
る
時
は
,Jの
惨
な
冷
し

て
飲
用
と
す
る
0
他
の

f
ji
数
坤
前
不
窓
に
火
噴
-=
し
て
附
近
の
州
物

か
柵
慧

し
め
il
桝
で
耐
讐

反
位
は
碧
也
か
砕
び
酪
分
地
停
な
紛
払

拭
へ
下
城
は
珊
瑚
礁
の
問
に
批
れ
込
み
形
か
汲
す
る
0
其
の
水
望

有

中
旬
に
六
八
舵
で
あ
っ
㌔

小
安
鳥
の
北
聖

経
許
に
小
島
'
(
コ
.;n

)

と
耕
す
三

小
出
が
あ
る
･
地
形
池
野
等
小
究

偽に
敵
似
し
､
巾
榊

1

火
山
岩
で
周
問
に
は
除
起
珊

瑚
枇
払
拭
ら
T
琉
球
弧
･1
於
げ
ろ
険
超
珊

朝

鮮

瑚
概
分
布
の
北
限
で
あ
ら
､つ
と
皿
ほ
れ
る
｡

ア
ダ
ノ

(
Pan
i
a
nu8

1e
clor
is
S
o
l.)
も
此

∵
小
鳥
T<h
北
限
と
す

る
｡
金
飽
水
の

掃
出

す
る

鹿

な

-

総

て
杜
氏
が
禁

｡
中
央
高
禦

高
さ
約
芸

米
)
は
頂
上
毒

力
ぷ

言

孟

以
て
被
は
れ
､
伽
問
は
邦
共
著

種
の
澗
輩
樹
が
薯

茂

す
･tQ
｡
小
繋
鳥
の
任
民
は
主
と
し
て
新
…苦

供
給
f<A
7
)の
小
梅
.i
仰

い
で
屠
る
｡

(
永
非
砲
彦
氏
懲
1
ト
カ
ラ
ハ
ブ
と
エ
ラ
ブ
少
を

L
l1
披

a
)

o

朝

鮮

の
人

｡

昭
讐

dF
十
二
月
三
十

盲

現
衣
の
朝
鮮
現
任

人
品

故
等

丸
首
十
三
慧

芸

芙

十
八
人
で
'
内
内
地
人
四
十

五
滞
空

丁
八
官
八
工

人
(組
数
千
に
射
し
二
十
凹
人
)
､
朝
鮮
人
千
八

雲

十
三
撃

等

九
十
凹
人
(絶
筆

に
射
し
九
嘗

十
三
人
)
'
外

国
人
五
掌

三
雲

十
三
人
(紙
筆

に
射
し
三
人
)
で
あ
る
｡
埠
霞

竺

方
等

三
望

十
七
人
で
･
孟

内
地
の
二
千

腎

十
五
人

(大

字

四
蒜

勢
翌

)
昆

す
れ
ば
･
千
七
十
八
人
少
し
･
碑
だ

嵐

に
桝
北
に
雫

･
準
も
韻

語

は
鹿
仲
南
警

二
冨

票

十

七
人

警

繁

る
-

莞

辺
の
署

八
十

7
<
で
あ
る
.
叉
内
地
人
法

笠

島

も
多
-
足

し
蒜

十

完

千
憲

章

八
人
に
守

る
O

執
筆

口
散
票

-

輩
､
林
翌

牧
-

菅

多
-
､
紙
驚

合

射
し
八
十

7
<
富

め
,
蛋

及
慧

翌

に
誓

七
人
宗

し
て
ゐ

か
.
(朝
鮮
.1
繰
る
)

o
北

支

離

の
中

生

代
以
後
の
地
史

G

｡Pa
.
パ

ー
ブ

1
7
氏

の
悪

す
晶

.1
品

芸

の
如
-
で
あ
る
.
中
完

の

欝

に
禦

て
行
荒

島

蝕
11
～r
つ
孟

表
法

蒜

に
三

㌔

音
竺

松
野

天

心

七

T



地

政

第
十
怨

の
池
畔
は
此

¢唯
神
原
岡
上
の
歪
曲
盆
地
に
の
み
限
ら
れ
て
起
つ
LiO

こ
れ
以
後
北

支那
は
伯
太
で
撒
ほ
れ
た
=
と
は
な
い
0
番
三
和
中
期
に

は
礎
掛
～J火
山
作
用
が
攻
卸
し
て
寝
餌
は
新
し
-
静
ま
れ
た
｡
J
lの
ゥ

イ
-
ス
に
依
っ
て
放
勧
誰
め
ら
れ
i1
牌
保
1
.1
は
脱
古
谷
に
粘
土
と
凍

み
堆
科
し
た
｡
ヒ
ル
パ
-
オ
ン
(
ポ
ン
チ
ア
ン
謄
)
軸
物
邦
及
他
の
鮮
新

北
の
称
棚
靭
伯
に
ょ
り

て
皿
る

主
都
原
の
状
態
で
Jの
つ
た
J
,と
空
耶

す
｡
鮮
新
北
の
終
末
に
虹
づ
い

て
小
さ
な
他
動
が
あ
っ
て
山
地
句
作
斜

(
グ
レ
ー
デ
･-h
ド
)
河
川
払
堰
き
止
め
た
｡
桑
耽
河
盆
地
に
於
て
放
虻
バ

ー
7

-
ア
'

-
サ
ン
及
テ
ー
ル
ハ
-
ル
ほ
鮮
斯
=L
及
韮
新
他
所
様
の
盟

宵
の

岬
乱
新
化
.IG
hA･
狂
風
L
il
O
此
磯
兄
は
ザ
ン
ス
キ
ー
が
北
7双
に
紅

い
周
口
腿
で
二
佃
の
人
知
の
僻
み
汲
見
し
た
,Jと
に

囲
聯
し
て
罷
邸
な

こ
と
で
あ
る
｡
周
口
描
!{
ほ
之
と
共
に
禅
林
剃
佃
が
山
､
其
の
敬
稗
は

桑
乾
河
の
他
市
と
同
i)
ら
し
い
の
で
あ
る
O
=
竺

二
門
河
湖
階
に
次
い

で
盆
地
払
弛
れ
る
河
川
が
下
刻
私
恨
祝
し
た
｡
こ
の
暦
序
と
似
た
暇
序

が
中
部
及
甫
支
那
に
-
あ
っ
た
･…

ほ
故
知
の
こ
と
で
あ
る
｡
赦
し
未

だ
砥
石
の
符
糠
が
な

い
の
で
戯
矯
な
対
比
は
山
水
.qC･O
鮮
新
柵

,S
泡
ヒ

劇

し
-
汎
化
作
用
に
働
か
れ
た
宋
音
中
尉
は
吏
新
壮
中
期
に
放
て
隆
起

し
､
其
地
表
は
烈
風
に
附
さ
れ
其
の
破
砕
さ
れ
た
拘
甥
は
支
郷
の
方
に

ま
で
吹
か
れ
て
氷
て
拍
子
江
に
空
ろ
ま
で
封
土
と
な
づ
て
鞭
和
し
た
.

こ
の
栄
古
墳
非
の
衰

冷
乾
燥
な
る
状
態
は
著
し
い
も
の
で
あ
っ
L
TD
局

部
的
,1
兆
底
灘
が
あ
る
=
と
は
瀬
潤
な
状
態
が
途
中
,1
あ
っ
た
こ
と
み

示
し
で
伊
､
=
の
仲
代
が
郡
術
多
餅
の
沸
石
辞
時
代

(
4
-
ス
チ
.q
-

ア
ン
)
の
丈
他
.1
周
す
か
巧
で
あ
る
6
深
ま
の
梯
坪
堆

石

は

戯
虚
の
卵

八
S
irF
th
ilo
lith
u
s)
で
あ
る
｡
次

い
で
乾
燥
期
か
･in
見
酪
耐
朔
73
な
る

第
五
地

元
八

七
二

過
渡
の
時
代
に
は
瓜

･i,河
流
と
が
土
砂
迎
雌
と
洗
粉
の
密
力
主
な
や
て

祁
成
づ
た
0
岬
E3:探

検除
に
よ
っ
て
汲
且
ru
れ
た
･シ
ャ
バ
ラ
ク
の
砂
丘

触
拭
¢
ア
P
a
ア
ン
文
典
は
,.,め
時
期
の
も

の
で
あ
ら
う
｡
･
支
部
に
放

け
る
稀
々
の
新
石
非

時
代
丈
他
州
の
追
跡

は
必
ず
此
の
枚
柿
階
の
急
沈

成
層
よ
り
止
に
破
る
Q
=
の
時
期
の
柏
手
は
今
日
の
∴範
侶
状
態
に
な
っ

た
の
で
あ
k
･O
今
日
の
侵
蝕
は
山
地
の
-;
上
に
よ
っ
て
勢
谷
村
さ
れ
た

叉
封
佃
の
梅
挿

轍
に
行
ほ
れ
つ
1
あ
そ
王
紫
な
巡
動
ほ
今
猶
は
地
向
斜

沈
降
の
性
状
私
有
す
る
棟
で
あ
る
.

O

や
ダ

カ

ス

カ

ル
盛

事

偶

こ
れ
聖

義

理
鰐
に
分
つ
t.
1
㌧
中

火
高
原
地
方
は
土
地
の
此
度
は
他
よ
り
も
大
に
劣
れ
る
が
如
き
も
､
気

候
純
利
に
し
て
血
統
L
や
す
-
､
十

!
月
よ
り
凹
月
ま
で
笈
挙
に
は
､

悔
揮
断
熱
り
折
に
も

､梅
政

-
千
米
力
王
二
千
米
の
周
に
み
れ
ば
総
枠

.4
,殊
な
ら
す
､
且
=
の
岬
耐
期
に
入
る
み
以
て
糾
作
に
好
郡
谷
な
る
の

みな
ら
ず
.
風
土
病
む
少
+
Jた
め
､
人
口
の
帝
政
他
に
此
し
て
火
に
聡

せ
り
｡
恵

肘
タ
ナ
ナ
リ
グ
に
そ
G
l中
火
の
形
勝
地
に
解
る
｡
耕
作
物
の

主
な
か
-
の
は
米
に
し
て
中
火
市
城
の
淡
谷
湖
畔
及
梅
坪
低
地

へ
か
け

多
-
ほ
水
田
と
hT･言

､
そ
の
何
桁
官
五
九
前

ヘ
ク
タ
ー
ル

(
甘
二
十
町

渉
)
産
御
六
十
筋
ト
ン
に
接
す
｡
米
に
つ
ぐ
-
の
は
マ
ニ
オ
ク
ク
玉
割
譲

韓
あ
り
､
餐
盟
の
柴
又
妃
時
奨
励
せ
ら
れ
て
成
精
見

る

べ
き
も
町
あ
り

コ
､
東
部
及
田
北
部
地
方
廷
肉
池
且
縮
減
Li
し
て
'
凧
止
嫡
多
-
不
健
版

地
と
み
な
さ
る
1
低
地
は
勿
繍
帯

地

と
雄
-

地

味
肥
沃
な
れ
ば
'
熟
砕

戯
物
の
叔
蹄
に
過
し
'朝
排
t
T
争
'
ヴ
ァ
ニ
ラ
の
如
.･TJ香
料
海
産
す
｡
就

中
丁
寧
は
品
質
良
好
ii
し
て
其
傭
鼎
的
本
助
ザ
L.
パ
ル
に
勝
を
-
耕
せ



ら
る
､
ザ
ア
ニ
チ
H
相
場
の
擬
制
甚
し
き
不
利
あ
り
さ
れ

ど
も
共
産
銑

三
kE
岬
批
非
所
出
の
約
五
割
み
占
め
L
.リ
｡

I
,の
地
粋
に
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
北
岸
の
タ
マ
タ
ダ
港
払
中
心
と
す

る
伯
仲
約
二
宵
哩
の
地
方
は
印
度
洋
の
サ
イ
グ
ロ
ー
ゾ
地
域
に
屈
し
風

軸
排
以
下
縫
物
等
な
金
城
す
る
の
災
あ
る
こ
と
こ
れ
也
｡

(
≡
)
西
部
地
方
は
熱
輝
的
な
る
,
,と
光
郡
と
大
井
な
し
と
灘
も
両
塵
少

-
p
坐
鼠
北
燥
す
る
に
ょ
リ
.
五
㌧
舵
の
如
き
作
物
な
つ
-
る
に
過
す

iJ
L
他
州
の
設
備
わ
な
さ
けr
栄
作
共
他
の
取
出
私
み
る
べ
L
t
E:･.=
地
1

7
椴
に
油
:.Ll
に
向
つ
て
綬
科
し
祁
部
の
如
き
急
坂
抄
-
平
野
多
L
と
排

-
仰
.捕
陣
迦
伏
し
て
大
平
野
な
し
'
土
人
は
盛
に
牧
LT=
私
行
ふ
む
'
関

根
は
街
ほ
れ
ず
'乾
燥
期
に
牧
草
朴
死
す
る
が
た
め
に
'牛
の
痩

せ
る
映

糾
あ
り
'
本
粍
関
南
の
良
港
チ
ユ
レ
ア
〃
な
河
T3
と
せ
る
チ
エ
レ
ア
ル

洞
の
泊
梓
wJ

党
の
脱
脚
に
し
て
｡J
.
恕
的

の
火
捷
地
た
れ
ど
も
'

今
日

に
て
ほ
未
開
の
舵
.1
あ
叫
.
大
根
に
略
し
金
柑
の
必
婆
私
痛
感
し
て
以

猟
'
桃
川
故
肘
の
奨
励
の
下
に
土
人
は
大
に
比
牧
に
い
そ
J
む
=
と
･,

な
り
て
凪
鼠
大
に
作
別
と
な
る
.

7
九
二

7
坤
以
佼
土
人
に
射
し
桁
粒

的
些
柁
相
戦
の
方
針
私
と
.リ
つ
ゝ
あ
り
と
い
ふ
｡

0

日
木

と

チ

ュ

ニ
ス

の
通

商

仙
界
大
槻
小

チ

ュ
ニ
ス
に
封

す
る
結
氷
の
供
給
園
は
北
叫
物
部
の
符
嬰
に
彪
ず
る
髄
は
ざ
る
に
至
り

円
本
之
に
代
り
て
詫
紺
の
･砂
鵬
､米
'
耽
赦
､
托
拘
北
ハ他
日
骨
必
質
品
T<4

供
給
L
た
り
日
本
は
=
の
.他
綾
軸
Bf..=7
鵬
娘
綿
と
出
目
及
和
｡火
鵬
｡綱
及

段
典
川
和
･
.n
ム
･耽
･家
具
･木
材
串
,SJ供
給
L
､つ
べ
L

､就
中
約
布
｡紬

英
大
小
･建
築
永
材
｡縫
糸
･糾
索
にこ
っ
い
て
は
見
込
多
し
､.rd,
ユ
ニ
k,

の

難

破

地
下
に
は
臓
､
釣
､
砧
翰

及
浦
他
私
産
し
楠
陳
石
衣
の
多
盈
和
布
す
汁

地
中
梅
四
部
在
泡
池
す
る

日
本
貨
物
船
の
返
り
村
と
し
て
月
払
あ
り
､

チ
沈
ニ
ス
に
帝
図
名
懇
親
串
館
め
り
以
上
の
靴
に
閥
し
日
本
輸
出
滑
め

故
意
払
暁
超
せ
ざ
胤
在
村
や
o

O

黒

海

韓

略

於

け

る

ト

ル
n
の
諸
港

(
こ

Ineboti
イ
ネ
射
り

は
韻
悔
弾
の
婆
港
中
溝
西
に
位
す
る
..

S
in
o
p
e

の

四
七
〇雌
_ニ
あ
っ
て
人
口
五
千
､
雑
事
止
の
t｡Bi地
で

T
九

二

7
'

二

年
布
土
聴
解
の
岬
綜
固
よ
り
の
掃
入
質
館
品
は
此
地
か
ら
陸

揚
さ
れ
た
'
聴
潮
は
政
-
て
不
良
で
あ
る
が
P
君
肘
と
の
問
に
軸
組

山

鹿
の
定
期
棚
の
拙
給
が
め
る
奥
地
か
ら
鶏
卵
や
耽
皮
や
林
始
や
羊
毛
､

モ
ヘ
ヤ
な
ど
が
出
る
O

(
二
〕

S
am
so
n
サ
ム
ソ
ン
港
は
人
口
三
裾
三
千
㌧
段
幅
梓
に
て
土

間
俄
大
の
発
が
船
で
あ
る
､
試
供
叔
良
好
で
両
紫
利
併

し
梯
未
も
光
る

新
土
_封
紙
設
以
水
中
撰
校
'
女
騨
校
'師
範
蝉
校
な
ど
が
出
水
た
､
防
放

牧
が
な
い
か
ら
秋
冬
の
候
柁
楠

へ
の
舶
番
に
低
除
が
伸
ふ
O
大
概
前
に

は
神
々
七
甘
地
の
舶
が
寄
帖
L
ii
が

u
九
二
六
年
上
中
期
に
三
官
六
十

盛
の
大
別
が
あ
っ
た
､
脚
部
ね
輸
出
の
節

T
と
す
る
0
怨
舶
鞍
は
有
銘

で
あ
る
つ
ぎ
に
.弗
卵
｡
阿
片
｡敷
皮
｡乱
発
｡
モ
ヘ
ヤ
韓
を
産
出
す
る
､
日

下̀
牡
鹿
み
ジ
グ
ア
ス
カ
イ
ザ

三

の
鎚
氾

凹
甘
五
十
孤
米
の
41J
.雑
巾
で

あ
る
t
I
,の

鉄
道
は
鼎
梅
と
ア

ン
ぎ
7
-
み
辿
絡
す
i;
澱
初
の
も
の
で

小
蕊
縦
笛
の
最
初
の
-
の
･で
あ
る
か
ら
帥抑
土
地
粥
上
愈
嬰
触
さ

れ
て
ゐ

る
･

7
九
三
〇
年
に
は
竣
成
の
鞄
定
で
t
LTTT耳
菰
財
朗
が
蒋
半
し
て
ゐ

k
o
印
に
サ

ム
ブ
リ
を
中
心
と
し
て
米
田
,3
泊
ず
る
瀬
搾
線
が

狭
軌
で

立

見

･七
til



地

球

節
十
番

的
官
キ
ロ
山
衆
て
ゐ
る
､

君
呼
バ
タ
ー
ti.
間
の
外
相
舶
は
い
づ
れ
-
こ

の
他
に
穿
淋
し
.器
府
と
の
間
に
栂
池

7
回
の
定
期
離
路
が
あ
る
O
こ
の

継
げ
内
地
の
肺

耽
工
印
と
田1
時
に
新
手
さ
れ
て
ゐ
為
｡
将
純
は
剖
臼
さ

れ
る
べ
き
鵬
で
あ
る
｡

(
三
)

K
e
rasu
n
d

か
ラ
ス

)･ド
継
は
ト
レ

ビ
ガ
ン
ド
櫛
に
屈
す
る

小
:==i北
編
梓

の
港
で
あ
る
'
奥
地
カ
ラ
'
ヒ
サ
ル

'
シ
ャ
〃
キ
I
か
ら
北

方

へ
の
山
口
で
共
悶
非
道
払
出
し
､
人
口

1
鵜
余
部
ト
ル
コ
脚
数
従
で

あ
る
O
砲
術
人
口
二
流
'
希
個
人
や
ア
ル
メ
ニ
γ
人
が
多

か
つ
た
､
新

興
問
は
=
れ
ら
の
外
人
み
氾
放
し
た
｡
他

は
紀
元
前
節
凹
仙
紀
に
出
苑

㍗
-
の
で
'
此
地
中
梅
の
頂
上
甘
三
十
米
の
山村
蛇
上
に
希
脱
仲
代
の
城

既
の
艇
蛾
が
あ
る
O
港
鵬
狭
少
で
碇
泊
の
設
備
が
不
十
分
で
あ
る
｡

(
凹
)

T
re
.c
iN
Un
d

ト
レ
ビ
ゾ
ン
ド
港
は
舶
悔
梓
北
緯
凶
十

丁
度

(
菅
帝
萩
に
常
る
)
､

に
あ
っ
て
､
粁
鵬
が
め
る
伽
範
学
校
や
中
等
撰
校

が
め
る
'
人
口
凹
溺
t
,
)
の
外
大
職
前
に
は

完
3
の
ア
ル
メ
ニ
ア
人
希

脱
人
-
併
任
し
た
が
.
=
れ
ほ
各
部
樹
外
に
追
放
さ
れ
た

､一
し
か
し
汲

新
人

や
ク
ル
ド
人
は
今
日
で
-
刺
::==
に
捕
る
｡
親
偵
大
陸
的
で
0
両
丑

は
多

い
け
れ
ど
も
､
山
地
は
略
八
ケ
月
川
等
'1
卸
さ
れ
'
奥
地
の
山
は

六
月
仰
松
雪
が
あ
る
｡

北
田
交
功
の
嬰
仰
i1
る
が
故
に
紀
元
前
凹
地
紀
J
希
凪
と
改
新
と
聴

辞
し
た
時
に
､
鮎

に

f
Sn:
人
の
希
脱
人
が
=
1
に
上
陸
し
た
｡
第
凹
十

中
瀬
(第
十
二
-L
紀
)
の
時
川ソ
オ
ル
汐
ア
女
王
ク
マ
ラ
ほ
こ
ゝ
に
希
風
脚

衣
か
細
設
ぜ
ん
-
企
て
た
｡

;
凹
七
三
咋
何
故

縫

力
一7
7,
y

侭
の
尉
任

也
-
な
り
土

井
廿
仰
-1
即
し
今
日
f1
及
ぶ
｡
し
か
し
街

糟

は

晒
前
希
鳳

人
や
ア
ル
メ
ュ
ア
人
の
手
に
め
っ
た
o
物
産
は
､･
ナ
フ
タ
T>
/
｡
マ
ン

節
五
焼

売
〇

七
四

が
･
〆

｡
甘
草
｡蘭
｡
羊
毛
･秋
皮
｡紙
料
･
朋
輩
･
棉
斑
｡鵜
卵
｡加
工
品
は
軸

甑

.

シ
ョ
ー

ル
｡細
毛
織
物
ゆ附
子
｡乾
粕
鶴
が
あ
る
.
荘
し
こ
の
地
は
宙

耗
改
新

の

封

微

主
礎
貿
易
路
で
､
改
新

(
の
叫
轍
継
で
あ
る
､
テ
ヘ
ラ

ン
へ
は
五
官
哩
で
あ
る
が
鵬
雛
の
方
が
巡
賃
が
や
す
い
の
で
荷
物
が
L
L

え
ぬ
サ
ト
レ
ビ
リ
ン
ド
芸

ブ
>
ス
間
の
日
勤
球
三
日
糊
在
寮
L
t
且
道

路
-
わ
る
い

か
ら
'
や
は

り

今
日
で
-
臓
蛇
や
腿
塙
の
促
が
よ
い
｡
今

日
こ
の
地
に
は
英
俳
締
獅
城
田
.
塊
､
肢
の
舗
堺
餌
が
あ
る
｡
榊抑
樹
の

ア

ル
メ
ニ
ア
蛾
逆
完
成
の
塊
に
は
宜
に
数
舶
す
る
で
わ
ら
､つ
.
内
地
に
は

朋

鞄
可
能
地
が
多
い
7
虚
栄
方
術
で
も
見
込
が
多
い
と
い
ふ
こ
と
で
あ

る
｡
殺
鮒
と
附
帯
が
帽
'mLiiiさ
れ
る
O

苦
し
土
紺
は
両
税
は
我
閥
の
二
倍
で
あ
る
の
に
其
人
口
ほ
鶴
に
比
し

て
四
分

丁
弱
で
あ
る
､
凝
梅
梓
の
如
き
生
桁
上
の
競
争
が
少
-
て
農
牧

時
代
に
止
ま
っ
て
ゐ
る
､
土
脚
の
金
岡
桁
七
位
凹
千
七
宮
前
ド
ム
ネ

(
一
ド
4
ネ
は

山
キ
ロ
平
方
)
の
内
開
墾
地
二
九
%
､
軍
拡
地
三
七
%
森

林

7
八
%
'
山
地

1
四
%
'
沼
耀
二
%
で
あ
る
O
こ
と
に
脂
樺
に
は
串

原
な
-
衣
-
茂
っ
て
捧
班

は
各
地
の
主
賓
輸
出
品
で
あ
る
P
新
興
ト
ル

Tl
は
従
水

の
希
脱
人
な
ど
,5追

放
し
て
'
白
組
人
の
手
で
磯
節
の
状
態

に
阿
復
せ
ん
=
と
な
つ
と
め
て
ゐ
為
｡
日
本
よ
り
=
の
地
方

(
三
C
印

紬
粗
布
が
抽
入
さ
れ
て
ゐ
る
O
(F
)

0
露
図

3
-
カ

サ
･只

石

油

の
事

情

同
地
の
石
柵
は
関
原
紀

元
7
八
七
三
舛(
明
治
六
年
)
に
始
め
て
故
見
せ
ら
れ
た
､
1
7の
地
の
同

発
の
哨
欠
は
ノ
ー
ベ
ル
質
企
創
始
で
有
名
な
ア
〃
フ
レ
タ
ド
､
ノ
ー
ベ

ル
､
の
長
兄

ロ
バ
ー
ト
､
ノ
ー
ベ
ル
で
あ
る
｡
彼
は
叫
八
七
〇
年
L=
胎
川



E
で
,
)の
地
に
衆
て
バ
ク
ー
の
ア
ブ
シ
エ
L2
ゾ
牛
島
に
jalr･吊
な
る
湘
m

あ
る
も
見
て
之
T･伽
武
州
L
､
汝
に

1
八
七
六
年

に
骨
批
祐
創
設
し
た
｡

同
恥
は
i

九

7
七
咋
ガ
ル
ツ
エ
ゲ
イ
･h
ク
が
館
似
内

の
金
産
米
み
挙
げ

て
悉
-
批
骨
化
す
る
迄
は

絞
及
び
紋
等
の
後
酷
教

エ
マ
ヌ
ユ
ニ
〃
'
ノ

ー
ベ
ル
の
手

に
あ
っ
た
O
こ
の
骨
他
は
そ
の
後
大
に

敬

展

完
成
し
て
倣

洲
中
に
て
第

一
純
の
ポ
ー
ト
サ
ざ

ブ
イ
･L
批
又
は
ク
ル
ッ
プ
虻
に
此
間

ざ
れ
ろ
程
に
材
力
に
な

っ
た
O
バ
･L
-
ム
と
の
閏
に
輪
逸
機
符
の
数
班

が
出
水
た
の
は

7
九
〇
六
年
で
れ
つ
た
が
､
ロ
シ
ャ
で
は
原
的
乾
榊
筏

の
沖
さ
へ
汽
棚
及
汽
解
の
唯

7
の
燃
料
に
な
る
の
で
'
別
品
が
多
か
つ

㍗
.
=
と
に
石
淡
及
水
力
にこ
快
芝
せ
る
同
相
の
,･)と
で
あ
る
か
ら
'
年

私

へ
て
脚
内
帯
封
が
孜
達
し
十
九
世
紀
未
来
か
ら
は
バ
ク
ー
の
石
油
ー

他
非
の
摘
出
が
減
じ
て
す
べ
て
関
内
に
供
給
さ
れ
て
ゐ
た
｡
共
役
に

T

九

1
三
咋
以
後
殆
ど

7
滴
-
縦
外
に
出
な
-
な
っ
た
'
同
時

に
バ
ク
ー

の
石
油
が
露
四
:就
全
般
に
用
ひ
ら
れ
た
わ
け
で
も
な
か
っ
た
'
何
と

な

れ
ば
バ
ツ1

4
か
ら
レ
ニ
ン
ダ
ラ
ー
ト
に
迭
-
る
兆
宜
_
'
到
底
米
油

の
輸
入
鎚
貿
搬
や
す

-
川
衆
ぬ
か
ら
で
あ
る
｡

コ
ー
カ
サ
ス
柵

E
の
関
数
に
つ
い
て
'
阿
有
の
約
m
地
は
避
資
さ
れ

叉
は
食
興
せ
ら
れ
だ
が
英
教
本
は
ノ
ー
ベ
ル
兄
弟
(瑞
典
)
が

7
部
､
英

図
及
俳
圃
(
｡
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
)
等
か
.ら
出

た

.

r
九

1
二
空

二
月
ロ
ー

ヤ
ル
ダ
ッ
チ
'
シ
ェ
ル
石
油

愈

柾
が
､
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
と
聯
合
し
た

彼
_
J
=
の
俳
図
の
コ
-
カ
サ
ス
に
於
け
る
石
やーb
食
紅
は
英
国
の
骨
酷

に
食
俳
し
た
の
で
あ

る
O

英
樹

は
7
九

一
〇
年
頃
よ
り
太
織
低
前
の
中
道
に
バ
ク
ー
約
m
の
北

方
に
あ
る
マ
イ
n
プ
m

yk
o
p
)
デ
｡
ス
ニ
ー
(
G
ro
sn
y
)
の
二
細
田
に

雑

報

も
手
を
出
し
て
､

1
時
は
非
常
.1
多
澄
み
出
し
LL､
現
今
で
は
寮
粕
の
.

北
方
に
あ
る
エ
ム
パ
｡
ウ
ラ
ル
ス
グ

E
m
b
a
U
ralsk
地
方
､
及
鼓
海

瀬
梓
の
チ
エ
レ
ク
ノ

T
c
h
e
lLek
川n
島

の
油
田
が
多
党
だ
と
租
LJ
ら
れ

て
ゐ
る
.
チ
エ
レ
ケ

ン
侍

の

西
洋

A
ti
T
ep
e
は
幾
筋
な
sH山
門
地
で
あ

る
｡
然
し
こ
1
の

仙
川

は
鰐
川
の
非
命
に
以心
せ
ら
れ
て
十
分
に
閃
け
な

い
が
'
押
水
有

望
で
あ
る
O
滋
に
於
て
か
英
因
が
ユ
ー
デ
ニ
ッ
ク
や
デ

ニ
キ
ン
'
リ
ラ
ン
ゲ
ル
辞
の
自
軍
払
投
助
し
以
て
バ
ク
ー
地
方

の
石
鯛

地
軸
手
に
入
れ

ん
と
L

L
i
の
で
あ

る

｡

頭
囲
の
箆
鮒
畳
は

]
九
〇

7
年
に
'
八
五
'
0
0
0
､
0
0
0
バ
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